
１ 授業科目名 担当講師名 対象学年 

家庭支援論 中村 周子 2年次 

授業形態 単位（時間） 教室等 学期 実務経験 

講義 1（30） 2年生教室 前期・後期 有   ・  無 

授業のキーワード 家族の定義、地域社会、少子化と家族関係、子育て支援、家族援助 等 

授業の目標及び 

期待される学習効果 

現代社会をとりまく社会環境における家族生活、特にその人間関係の在り

方、社会や個人に対して家族が果たしている諸機能及び「少子化」「高齢化」

「家族の多様化」等の現象について理解し、対象者やその家族に対する援助

の工夫及び公的機関との連携について理解させる。 

授業の概要 

   

Ⅰ 家庭支援の対象と役割 

Ⅱ 子どもと家庭 

Ⅲ 保育者による家庭支援 

Ⅳ 家庭支援の方法としての保育相談支援 

Ⅴ 特別なニーズを有する家庭への支援 

Ⅵ 家庭への個別的な支援 

Ⅶ 在宅子育て家庭への支援 

Ⅷ 社旗的養護を要する家庭への支援 

Ⅸ 家庭支援に関わる法・制度 

Ⅹ 子どもと家庭を支える機関や人 

Ⅺ 子どもと家庭を支援する事業 

Ⅻ 家庭支援や地域の子育て支援の実際 

 

履修上の要件 
 

テキスト、教材、 

参考書 

教科書「家庭支援論」、科目終末試験問題集、レポート設題集 

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                  

使用機器等 
 

成績評価の方法 レポート、筆記試験、授業態度 

備考  

 


